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０月２２日）におけるデータです。

はじめに

  獣医師を目指す皆さんは、獣医師国家試験に合格後、開業して臨床獣医師

として伴侶動物、牛、ブタなどを診たり、畜産業の指導をする職につく、公務

員になる、製薬会社や医療用器機などのメーカーに就職する、さらに大学の教

員を目指すなど多様な職業の選択があろうかと思います。しかし、皆さんに共

通して言えることは、動物が大好きであろうと推測します。獣医学を学問とし

て極めようとする皆さんに、ある動物が大好きな少年が教えてくれる物語を紹

介したいと思います。

彼の名はウイーニー、その前で立っているつぎはぎだらけな犬はスパー

キーです（図１）。

これは２０１２年３Ｄの立体映像で放映されたファンタジー・ホラー映画の

ポスターです。フランケンシュタイン家の一人息子ビクターの愛犬スパーキー

（ブルテリア犬）が交通事故で死んでしまいます。ビクターは、理科の実験の

授業で、死んだ犬を生き返らせることを思い付き実行。見事に蘇ったコミカル



なつぎはぎスパーキーをみた、ビクターのクラスメートが、ビクターから聞い

た蘇らせる実験を他の動物につぎからつぎへと行ない町中がパニックになると

いう映画です。この映画は初作でなく、原本は１９８４年デズニーに在籍中の

アニメーターTim Burton（米国）が作り、実写化されています。日本には１９９

４年に公開されています。原作では蘇る化学実験は、電流でカエルを蘇生する

実験ですが、Luigi Galvani(１７３７－９８、イタリア)のカエルの脊髄と足の間

に２種類の金属を挟んで足を動かした実験に似ています。Galvani 電池で有名だ

と思います。さらにフランケンシュタインの原本は１８１８年の Mary Shelly（１

７９７－１８５１、イギリス）にさかのぼりますが、落雷でつぎはぎのモンス

ターが動き出すという、ホラー小説としてあまりに有名です。 
  なぜこの死んだ動物を蘇らせたビクターの話しをしたかというと、医学の

シンボルにまつわるアスクレピオスに起因します。アスクレピオスは、医学の

シンボルになっていますが、死者を蘇らせた罰を受け万能神に命を奪われてし

まいます。死者を蘇らせた時使った秘術は、メズーサ（蛇）の血を使ったため

蛇は医術にシンボルとなり、その医術を勝手に歩き回せないために杖に巻きつ

けておいたとされました。医療とは、そのような医術とそれを適応するガイド

ライン（杖）との組み合わせて正しく行なわれると考えられるようになった神

話です。 
 
   このように医学、薬学、獣医学にまつわる話しは、「命」に関わることで

あることをまずもって皆さんと共有したいと思います。そして、この学問は、

ある意味「アスクレピオスの杖」のように、私たちが使いこなす技術の道しる

べとなるものであります。 
 
みなさんへの質問 
  これから動物の利用について５つの質問をしたいと思います。許せる（○）、

絶対だめ（×）、よくわからない・どちらともいえない（△）で答えてください。

皆さんの意見を聞いた後で、それに関係する事件などを紹介します。 
１． 捕獲された野犬を動物実験に使うこと 



 

 
  医学領域では大変有名ですが、村山病院事件というものがあります。

これは、動物愛護団体が、国立病院の実験室に忍び込んで実験犬を逃が

した事件ですが、その一連をお昼のワイドショウのような番組で「残酷！

犬がかわいそう」と実験を行なった整形外科医師にマイクを向け詰問し

ているシーン放映したことで有名です。 
                 
２． 動物園で余剰に増えたサルを実験動物に使うこと 

 

 
これも日本人の実験動物に対する感性の低さを露呈した事件として有名

な事件があります。愛知県の犬山動物園では、ニホンザルが自然な状態に近い

形で飼育されていましたが、管理ができないほど管理ができないほど増えてし

ましました。そこで１６０頭ものサルが、実験用として７５０００円で譲渡さ

れましたが、このことが Nature 誌で全世界に批判されました（１９９８年）。 
 

３． 実験専用ネコをペットにすること 

Yes
No
Unclear

Yes
No
Unclear



 

 
実験専用に飼育されているネコを、臨床で腎不全となった猫の生体ドナー

として、ペットの腎移植を行なう治療で生じることです。ドナーとなった片方

の腎臓しかない実験ネコは、手術のあと、レシピエントとなった猫と一緒にオ

ーナーに飼育してもらうというものです。米国では２０年以上の歴史を持って

年間１００例以上、行なわれていました。私は、開業獣医の先生方の依頼で、

この問題にまずはパブリック・アクセプタンスが必要と考え、市民シンポジウ

ムなど真っ向から取り組んでみた経験があります。 
 

４． 家畜ブタを実験豚にすること 

 
 
  私も１０年前は行なっていましたが、幼少ブタがＥ型肝炎ウイルスを持っ

ていることや長期飼育ができないことで高価ですが実験専用ミニブタに変えて
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きました。しかし、食のブタの生産コストは極めて能率よくできていますし、

目的を絞って実験に使うことは可能と考えています。 
 

５． 獣医臨床のために実験動物を犠牲死させること 

 
 

  ここはとても難しいと思っていました。私は臨床のネコ腎移植の技術トレ

ーニングのため、ラットの血管を使って練習するプロトコールを発表してきま

した。しかし、動物を助けるために動物を殺すことが正当化できるかは、皆さ

んと今後さらに考えていきたいと思います。 
 
私はこう考えてやってきました 
  またマンガの話しをしましょう。手塚治虫作のジャングル大帝は知ってい

ますか？手塚作品には、作者が医師でもあることもありマンガを越えた「命」

を扱う作品が多くみられロマンを感じます。ジャングル大帝にも野生動物と飼

育動物の違い、動物の権利などが出てきます。 
  繰り返しになりますが、「人の命に関わる仕事が医師」であり、「動物の命

にかかわる仕事が獣医師」みなさんです。極めて教科書的ですが、動物は、野

生動物とヒトがお金と時間をかけて飼育した飼育動物に大別されます（図４）。

飼育動物は、なんと人間の身勝手な分類でしょうが、終生飼育義務を持つ伴侶

動物（ペット）や動物園で飼育される展示動物が位置します。一方、途中で命

を奪ってもいい動物として、家畜そして実験動物が産業動物と位置付けられま

す。したがって、ペットである犬が逃げたりして野犬として捕獲された場合、

また動物園のサルが増えすぎたからと言った場合は、このカテゴリー分類では

うまく説明できないことになります。 
  さらに、生きた動物を医療技術のトレーニング使う場合はどうでしょう？
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初めての手術や治療法をいきなり患者さんに試すのはどなたも反対します。同

じようにペットの猫や犬を技術トレーニングしないで獣医さんが手術しても皆

さんいやがるでしょう。私は、人の医療技術トレーニングのあり方を図４のよ

うに考えています。人の場合、現在、ダミー人形などのシュミレーションを使

う方法、ご献体にお願いする方法(Cadaver Training)、そしてブタなどの生きた

動物を使う場合の三つのルートがあります。あるべき姿は、ご遺体や生きた動

物を使わないでやるシュミレーションであろうと思います。しかし、シュミレ

ーションの限界も明確です。 
   この考えに基つき前任の自治医科大学で譲渡犬を使った外科学生教育実

習に代わりブタを利用しはじめました。実習は５年生の消化器外科学実習で、

３週間のプログラムで、「メスよ輝け」という実習です。実習は４－５人が１チ

ームとしてブタ一頭を全身麻酔下で、開腹、胃切開とその縫合などを組み合わ

せたものです。このプログラムの開発当初では、縫合を手縫いと機械縫合の両

者を経験させ、それぞれのメリットとピットフォールをまとめる教育プログラ

ムとしました。トレーニングは、手術手技だけに終わらず、術後管理を行ない、

術後疼痛、輸液の管理などヒトの手術で行なうものそのものを経験してもらい

ました。そして術後１週目に十分な麻酔下で手術した臓器を摘出して実際に自

分が縫合した場所を観察し、さらに心臓系などの蘇生訓練をしっかり経験して

もらいました。このようなプログラムは年次ごとに検討を続けています。 
 私は、このようなトレーニングプログラムには、３っのＣが必要と思います。

まず今紹介したようなカリキュラムを作る。そしてそのカリキュラムを受けた

学生（医師）を評価(Competency)する。そして、彼らの技術が、実際の患者さ

んの治療に反映したかをみる(Clinical outcome)。これを繰り返すことにより、

必ずや患者さんに有益な、しかも犠牲となった動物たちに感謝できるプログラ

ムができていくと思っています。また良くならないままだらだらと生きた動物

を使った教育は辞めるべきと思います。 
 さらに犠牲となったブタから、教育材料を採取して、Ex vivo のトレーニング

として用いるプログラムを検討してきました。 
 
終わりに 
 私がここで述べたかったことは、皆さんに動物に関わるプロとしての誇りと

自覚を持って欲しいことです。フランスの偉大な外科医 Rene Leriche は、彼の

著書 La Philosophie de la Chirurgei（１９５１年）にこのように述べています。

「ヒューマニズムは、外科学の進路をまっすぐに維持するただ一つの原動力で

ある。ヒューマニズムこそ、我々外科医に対して権利の限界と義務の範囲を示

しくれる教理である」これを獣医に当てはめてみてください。「動物が大好きと



いう気持ちは、獣医学の進路をまっすぐに維持するただ一つの原動力である。

動物愛こそ、我々獣医師に対して動物の命に関わる権利の限界と守るべき義務

の範囲を示してくれる教義である」と私は皆さんを期待します。 
 


